
開目抄

ば
供
養
す
と
も
阿
難
等
を
ば
供
養
す
べ
か
ら
ず
と
な
ん
．
い
か
ん
が
せ
ん
ｊ
、
．

う
し
よ
む
ち
に
ん
と
い
う
は

の

あ
く
せ
ち
ゆ
う
び
く
と

の
う
え
び
く

い

第
一
の
「
有
諸
無
智
人
」
云
者
、
経
文
第
二
の
「
悪
世
中
比
丘
」
、
第
三
の
納
衣
の
比
丘
の
大
檀
那
等
と
見
へ
た
り
。
随
て

は

に
く
く
し
よ

妙
楽
大
師
「
俗
衆
」
等
云
云
。
東
春
云
、
〈
「
公
処
に
向
う
」
〉
等
云
云
。

の
は

く

て
ん
ご
く

お
も

第
二
の
法
華
経
怨
敵
、
経
に
云
、
〈
「
悪
世
の
中
の
比
丘
は
、
邪
智
に
し
て
心
諮
曲
に
、
未
だ
得
ざ
る
を
為
れ
得
た
り
と
謂

に
く

ま
さ

い
、
我
慢
の
心
充
満
せ
ん
」
〉
等
云
云
。
浬
梁
経
云
、
〈
「
是
の
時
に
当
に
諸
の
悪
比
丘
有
る
べ
し
、
乃
至
、
是
の
諸
の
悪
人
、

ま
た
か
く

に
く

復
是
の
如
き
経
典
を
読
謂
す
と
錐
も
、
如
来
の
深
密
の
要
義
を
滅
除
せ
ん
」
〉
等
云
云
。
止
観
云
、
〈
「
若
し
信
無
き
は
高
く

し
蕊
よ
』
つ
き
一
電
よ
し
う

お
の
ち
ぶ
ん

お
の
れ
ひ
と
お
も

ど
う
し
ゃ
く

聖
境
に
推
し
て
、
己
が
智
分
に
非
ず
と
す
。
若
し
智
無
き
は
増
上
慢
を
起
し
、
己
仏
に
均
し
と
謂
う
」
〉
等
云
云
。
道
緯

く

り
じ
ん
げ
み

く

の
に
く

禅
師
が
云
、
〈
「
二
に
理
深
解
微
な
る
に
由
る
」
〉
等
云
云
。
法
然
云
、
〈
「
諸
行
は
機
に
非
ず
時
を
失
う
」
〉
等
云
云
。
記
十
云
、

あ
や
ま
げ

お
お
い

し

こ
・
フ

ゆ
ず

な
い
が
し
ろ

〈
「
恐
ら
く
は
人
謬
り
解
せ
ん
者
、
初
心
の
功
徳
の
大
な
る
こ
と
を
識
ら
ず
し
て
、
功
を
上
位
に
椎
り
此
の
初
心
を
蔑
に

か
ぎ
よ
う
こ
う

き
よ
う
り
き
わ

く

や
や
お
わ

せ
ん
。
故
に
今
彼
の
行
浅
く
功
深
き
こ
と
を
示
し
て
、
以
て
経
力
を
顕
す
」
〉
等
云
云
。
伝
教
大
師
云
、
〈
「
正
像
精
過
ぎ
巳

は
な
は

ま
さ

り
て
、
末
法
太
だ
近
き
に
有
り
。
法
華
一
乗
の
機
、
今
正
し
く
其
の
時
な
り
。
何
を
以
て
知
る
こ
と
を
得
る
。
安
楽
行
品

．
ま
つ
せ
ほ
Ｐ
つ
め
つ

え
し
ん
の
〆
、

に
云
く
、
末
世
法
滅
の
時
な
り
」
〉
等
云
云
。
恵
心
云
、
〈
「
日
本
一
州
、
円
機
純
一
な
り
」
〉
等
云
云
。
道
緯
と
伝
教
と
法
然

こ
れ
ず

こ
れ
は
ま
さ
し
く

》
て
の
う
い
え

の

と
恵
心
と
い
づ
れ
此
を
信
く
し
や
。
彼
は
一
切
経
に
証
文
な
し
。
此
正
法
華
経
に
よ
れ
り
。
其
上
日
本
国
一
同
に
叡
山

は

ぞ

て
い
ず

妄
」

大
師
受
戒
の
師
な
り
。
何
天
魔
の
つ
け
る
法
然
に
心
を
よ
せ
、
我
が
剃
頭
の
師
を
な
げ
す
つ
る
や
。
法
然
智
者
な
ら
ば
何

せ
ん
ち
ゃ
く
せ
わ
え

さ
さ

此
の
釈
を
選
択
に
載
て
和
会
せ
ざ
る
。
人
の
理
を
か
く
せ
る
者
な
り
。
第
二
の
「
悪
世
中
比
丘
」
と
指
る
上
は
法
然
等
の

に
く

な
づ

く
み
ず
か
さ
ん
ぎ
よ
う

み
な
じ
ゃ

無
戒
邪
見
の
者
な
り
。
浬
薬
経
云
、
〈
「
我
等
悉
く
邪
見
の
人
と
名
く
」
〉
等
云
云
．
妙
楽
云
、
（
「
自
ら
三
教
を
指
し
て
皆
邪
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